
MM2皮質型孤発性クロイツフェルト・ヤコブ病の
初期の脳波の特徴

解 説

1. MM2c群はclassic CJD/MM1群と比較して、初発症状の出現から初回脳
波撮影までの期間が有意に長く、緩徐な進行を示唆している

2. MM2c群の病初期の脳波では、MRI上高信号を認めた皮質に一致した領
域の限局性鋭波、棘徐波複合を認め特徴的と考えられた

3. MM2c群では脳波上PSDを2例(50%)で認めたが、PSD出現までは発症から
平均42.5カ月かかっており、病初期の診断では参考にならない
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後方視的に8例のsCJD患者を検討し、MM2皮質型(MM2c)群4例と
MM1/classic CJD群4例で病初期からの脳波を比較検討
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